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ンフラス トラクチャーである｡この点に関する理論的な研究については､拙稿 ｢アジア共生型 『ビジ
ネス情報ネットワーク』の提唱一 新潟経営大学ビジネスフォーラムの論点整理と課題-｣(新潟経営
























































るとされる (図表 Ⅰ -1-2-【1】参照)(注1)｡まずアルミニウム合金事について｡ヨーロッパにおける実験では､辛
体を100kg軽量化すれば､100kmの走行で0.6リットルの燃料が節約できるとされている (注2)｡その結果､現行
1400kgの中型セダンをアルミ使用による軽量化によって1,100kgにすると､生涯走行距離 (注3)で約3,000リッ

















日 本 米 国 欧 州




状況 .動向 ○COP3で熱賛改善に拍車 _ ○現行CAFE対策で四苦八苦 ○自動車税全廃⇒熟料税へ移行
○2010年に対95年比20%改善 ○PNGV車 (80MPG) のの構想
_自動車税を排気量別から熱賛 開発 :2004年目標 3U100Km車99年量産
別への動き ○超軽量鋼製車間発くULSAB,-SAC,-SAS) ○独2005年に対90年比25%改善
(出所)日本アルミニウム協会 ･自動車委員会 r自動車アルミ化J




















































州 :自動車のアルミ化の現状と今後) ･(図 走行距離による消費燃料
の比較)1/1より｡
[3] 起軽量スチール車のケース(2001年10月現在市販ガソリン乗用車)
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(注 1)一般に､車重1%の低減によって燃費は0.8-1.0%向上すると想定されている (杉山降司他 ｢車体への
アルミ板材の適用とその課題｣より)｡
(注 2)日本アルミニ/ウム協会 ･自動車委員会 帽 動串アルミ化』
[URL;httl)://www.keikvo-unet.ocn.ne.1'D/]･Ⅱ｢アルミ需要動向｣･<欧州 :自動車のアルミ化の現状
と今後>1/1より｡







































需要分野 主要製品 H9需要実績 ライフサイクル 現状リサイクル率
輸送 自動車 1,241千 トン/辛 約7年 80-90%
土木建築 サッシ 888千 トン/年 18年 90-100%
金属製品 印刷板 338千 トン/辛 1年以内 30-40%






























(1)物理的 ･機械的特質及び強度における補完性と 代 替性
① 比重 ･強度･耐力 ･腐食性比較












② 上記①の (イ)～ (ニ)における補完性と代替性








































金属名 原子量 比重 融点 沸点 溶融潜熱 比熱 線膨張係数
(g/cni) (K) (K) (KJ/kg) (J/kg.K) (1d3/K)
マグネシウム 24.305 1.74 923 1,376 372.90 1,022 26.0
アルミニウム 26.98154 2.70 933 2.750 396.84 900 23.5
秩 55.847 7.87 1,809 3,160 272 444 12.1
鍋 63.546 8.99 1,356 2,855 - 385 17.0
亜鉛 65.38 -7.1'3 693 1,179 - 383 31.0
チタン 47.90 4.54 1,941 3,535 - 519 8.9
(出所)時末 光 ｢最近のマグネシウム合金の現状 (日本マグネシウム協会 ｢マグネシウムダイカスト チクソ技術テキスト｣〔1998年10別 )p.2より｡
(出所)姥名保彦 ｢マグネシウム開発の事業化に関する研究｣【地域活性化ジャーナル4号]p.6より｡
図表 Ⅰ-4-2 マグネシウム合金､アルミニウム合金及び鋼の強度比較
性質 マグネシウム合金 アルミニウム合金 鍋
AZ80 AZ92-T6 2017 AC6A-T6 ステンレス鋼 鋳鋼
比重 1.80 1.82 2.79 2.77 8.02 7,84
引張強さ (Nmm2) 343 274 421 264 1196 617
耐力 (Nmm2) 235 156 274 166 1058 412
伸び (%) 7 2 22 4 j5 25





耐食性良好 アルカリ性薬品 (苛性ソーダ､アンモニア水､炭酸ナ トリウムなど)､鉱物油､動植物油､フッ化水素酸､
フッ化物､クロム酸､シアン化物､酸素ガス､水素ガス､一酸化炭素ガス､蒸留水､中性有機化合物
耐食性不良 無機酸 (硝酸､塩酸､硫酸など)､有機酸類 (酢酸､酒石酸､クエン酸など)､ハロゲン化物､塩化物､硫
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そのことを説明するために､物理的 ･機械的特性論と経済的条件論をクロスオーバーさせてみよう (注 8)｡




























状況をみると､主要生産国は中国 ･カナダであり (図表 Ⅰ -4-9参照)さらに世界のマグネシウム精錬
メーカーは図表Ⅰ-4-10の通りである｡また日本の需給状況をみると､需要は図表Ⅰ-4-111[1]の通りであ




40>より｡ なお､MG合金の圧延板材 (0.8m)は1kg当たり3,000-3,500円とされている｡ これに対し
てAL合金の場合は1kg当たり20～300円だとされている｡
(注5)東京ロス トワックス社ヒヤリング調査 (2003年2月12日)より｡




ィA8､GMキャディラック､フォー ドリンカーン､日産セ ドリックなどの高級車や トヨタスープラ､ホ
ンダNSXなどのスポーティカー､また最近では､アウディA2､フォルクスワーゲン3Lルポ､ホンダイ
ンサイトなどの低燃費車があるとされる (横井健夫 ｢自動車アルミニウム合金板材の開発状況と今後の




































れる (日本経済新開2003年 4月8日より)0 (なお､全国的にもプレス成形法による量産化の動きが広
が り始めている｡例えば､大同特殊鋼と日本金属は共同でマグネシウム合金の量産化に乗り出したと
とされる｡ 両社は､電子機器向け需要の増大に対応するために､大同特殊鋼の星崎工場 (名古屋市)

























部 品 名 VW,Audi 5年以内での 5年以上での 10年以上での
でのマグネ化部品 マグネ化の可能性 マグネ化の可能性 マグネ化の可能性
1.駆動部晶系トランスミッション.ハウジング ○ ○ ○
インテークマニホールド ○
シリンダーヘッド.カバーサポート ○18オイルポンプ.ハウジングクラ クケース ○6.-ll重量小計 (kg) 14-20
2.内装部品名ハンドル芯 ○ ○ ○ 0
ペダルブラケット ○
ハンドルコラム部品前後シート部品 ○その他部品 ○
重量小計 (k9) 4 8-12 2-4
3.ボディ部品系トランクリッド部品ドア (インナー)鋳物インスツルメントパネル.クロスバービームM9板用途 (内装/外装)■ ○3 ○20-34 ○ ○
M9押出用途 ○ ○
重量小計 (kg) 8-12 15-20
4.シャシー部品系エンジンクレードル/サブフレー ム車輪 0 0 ○4-6 ○サスペンションアーム (フロント､リア-) ○重量小計 (k9) 30-34
合 計 (kg) 25 34-57 28-42 45-54
出典 :MetalBu"etinMonthly/LightMeta一sSupplement2002年5月号､10-12
[2]米国の自動車に使用される材料構成比較推移










図表 ト 4-8 世界のマグネシウム需要動向
1996年 1997年 1998年 1999年 2000年 2001年 前年比(%) 01/96(%)
アルミ合金用 138,200 146,150 154,400 159,800 165,100 142,810 86.5 103.3
ノジュラー鋳鉄用 12,500 ll,750 ll,300 8,900 8,800 3,910 44.4 31.3
鉄鋼脱硫用 39,600 47,950 48,200 41,700 51,600 41,940 81.3 105.9
金属還元用 5,000 5,000 4,900 2.400 3,600 3,820 1_06.1 76.4
電気化学用 9,600- 8,900 10,000 ll,200 7,500 8,620 ll_4.9 89.8
化学用 6,900 6,700 6,800 5,200 6,000 5,200 86.7 75.4
ダイカスト用 72,300 ~95,300 110,100 133,400 110,700 108,630 98.1 150.2
鋳造用 2,400 2,100 2,600 2,000 2,200 1,660 75.5 69.2
屈伸用 4,000 3,500 4,500 4,100 3,400 1,400 41.2 35.0
その他用 4,900 6,350 7,500 6,800 8,000 ll,490 143.6 234.5





国 年 1996 1997 1998 1999 2000 2001 01/00(%)
米国 133 125 106 80 32 30 93.8
ブラジル 9 9 9 9 9 9 100
カナダ 54 58 77 71 80 100 125
中国 50 92 67 83 140 195 139.3
フランス 14 12 14 14 14 7 0
イスラエル - 8 15 25 34 30 88.2
カザフスタン - 9 9 10 10 10 100
ノルウェー 30 28 28 28 35 30 85.7
ロシア 35 40 42 35 45 50 111.1
ユーゴスラビア 3 3ー 1 1 1 1 100

















地域 所在地 能力(MT/Y) 製法 備考
北 米 U.S.Magnesium RowJey,Utah 45,000 電解法 旧Magcorpo
Magcan Calgary I:/ プロジェクト休止中o
NonhwestAloloys Addy,Washington マグネテルム法 2001年10月電力問題により休止o
NorskCaada Becancour,Quebec 8 Non〟ay休止に伴い､能力アップo
Noranda Thetford,Ontario 20,000 〟 2000年9月稼動oフルの生産能力63,000MTo
Timminco Ha"ey,OntarJo 7,000 ピジョン法
欧 州 NorskNorway Porsgunn 電解法 2002年2月製錬を休止o再溶解による合金生産o能力20,000MTo
Pechiney France マグネテルム法 2001年6月休止o
その他旧自由圏 AMC Australia 0 電解法 2005年完成予定o能力6,000MToDeadSeaMagnesiuh Israel 30,000 J57Brasmag Brazi一 10,000 ピジョン法
Others 1,200 イレド
旧自由圏計 161,200
CJS/ユーゴスラビア Ka山sh Ukraine 25,000 電解法
SoHkamsk Russia 18,000 〟
Avisma Russia 18,000 〟
Others 22,500 一ク
中 国 NanjingUbeMagnesium 江森省 ピジョン法 製錬休止中o合金専用工場o
Jishan 山西省 20,000 〟
WenxiYinguang 〟 20,000 /
Yie-Wei 〟 20,000 /r
To9Xlan 一ク 25,000 〟
RenXlng 〟 15,000 /
NingxiaHuayuan 〟 15,000 〟
JingWang~ 〟 10,000 〟








1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002推定 構成比 (%)1996 2002
アルミ合金 21,718 21,951 19,707 20,809 20,695 18,379 18,goo 76.6 61.9
ノジュラー鋳鉄 1,630 1,659 1,375 1,569 1,522 1,440 1,400 5.8 4.6
金属製錬 250 0.8
ダイカスト 2,120 2,602 2,733 2,897 4,358 4,029 6,500 7.5 21.7
鋳物 188 228 196 234 248 241 250 0.7 0.9
化学/防食/その他 2,665 2,647 3,163 3,952 4,392 3,354 3,000 9.4 10.0
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ボ デ ー エンジン 篤区 動 シャン-
シートフレーム シリンダーヘッドカバー トランスファーケース ロー ドホイール
インスツルメントパネル オイルポンプハウジング MTハウジング ステアリング芯金
ドアメカニズムハウジング オイルフィルタアダプタ ATステータ ステアリングコラム部品
ウインドモータハウジング エンジンオイルパン ATサイドカバー ブレーキ/
ラジオアンプハウジング インテークマニホールド ATハウジング クラッチペダルブラケット
シートモータハウジング EGRシステムバルブカバー ATピス トン ABSマウントブラケット
ミラーブラケットヘッドライトリテーナシートベル 部品サンルーフフレームウインドシール ドアームコ パ チルツ ップフレームエアバックハウジングフュ エ タンクカバード インナ ターボチャージャ部品スロットルボディタータハウ ングオルタネータ/エアコンブラケット ギアシフ トハウジング
(出所)近田敏弘 ｢自動車部晶のマグネ化事情｣(r機械技術日2000年10月号】)p.35より
図表Ⅰ-4-13 日本のマグネシウム製自動車部品例 (推定含む)



















































- .SU+ Al~亡一 辛LS車車A車:ミリサイク)材50%使用図3.アル








































































ら自ずからボーダレス ･コラボレーションー この場合ボーダレス ･コラボレーションはさし当たっては
北東アジアにおけるそれから出発することになるが-へと発展する可能性を秘めているのである (注13).
云うまでもなくそれは､JNX版 ｢北東アジアLCAネットワーク｣の形成に他ならないのである (注14)｡


























































































ANXの特質は､｢共通ネットワークシステム｣と "パートナーシップ とにあると云えよう｡ ANXは､米







葉が使われているだけである｡ そして ｢共通ルール｣ とは､(イ)CAD､CAM (ComputerAided
Manufacturing)､ CAE (ComputerAided Engineering)､ PIM/PDM(Productlnformation
Management/ProductDataManagemnt)などのような生産データ技術､(ロ)STEP(Standardforthe
ExchangeofProductmodeldata)のような "標準"ソフトー などの共同利用のための自動車産業における





























































































































































































































日哲巧 - 私設′- 網 亮 一
日産 自動 車 . アクセスノー ト - 部 品 メーカー JL
コ ン ピュ ー タ … 新 調 達 端 末
(出所)加藤 庚 ｢デジタルプロセス実現のための業界共通ネットワーク｣ (【社】日本自
動車工業界 rJAMAGAZINE[2000年3月号]｣ 【特集/JNXく自動車業界標準ネット
ワーク)日 〕RLl/1より｡


























いる (注5)｡その結果､多回線 ･多端末状態は潜在的には幾何級数的に広がることになる｡ しかもこうした多

























































































(出所)塩坂行雄 ｢JNXとは｣ (【社】日本自動車工業界 rJAMAGAZINEl2001年8月号】｣
【特集/業界共通ネットワーク rJNX｣])URLl/3より｡
図表 Ⅰ･3-11 複雑なネットワークを解消するJNX
(出所)塩坂 rJNXとは｣ (【杜】日本自動車工業界 rJAMAGAZINEl2001年8月号]J l特集/業界共通ネットワークrJNXJ日 URLl/3より｡
図表 Ⅰ-3-12 JNXの仕組み
(出所)塩坂｢JNXとは｣ (【杜】日本自動車工業界 rJAMAGAZLNE【2001年8月号H l特集/業界共通ネットワークrJNX｣】)URLl/3より｡
-37-
以上のような特徴を持つJNXはどのような仕組みで運営されているのか｡まずJNXの構造は既に述べた ｢共








































































図表 Ⅰ-3-13 自動車の生産準備段階のサプライチェー ン
(出所) (財)日本自動車研究所 r自動車産業の電子商取引に係わる共通基盤システムに関する調査研究JURL50より｡



























































































































































































































*新TNS (TypeA) 見積り情朝 等
CAD系蓄積 設計参考用CADデータ
交換システム 号口 .試作出図情報






(出所)久保田幸夫 rJNXへのアプリケーション移行時の留意点/TPの取り組み事例 (2) ･トヨタ自動車)｣ (【社】














(出所)牧野成憲 ｢JNXはサプライチェーンの業界共通インフラ/TPの取り組み事例 (1) ･デンソー｣ ([社]日本自動車工業界 rJAMAGA2
【2001年8月号]J 【特集/業界共通ネットワーク ｢JNX｣])URL川 より｡
-46-
図表 Ⅰ-3-20 JNX展開の新たな可能性とcsp
図- 日本の自動車業界の共通ネットワ-ク基盤 ｢JMX｣の概要oJNXの認定プロバイダ (CSP)は4社あり､いずれか
のネットワークに専用線､ダイアルアップで接続することで､他のCSPに接続しているメーカーとも通信可能となる｡
(出所)中山 力 r自動車メーカーIT化の現状と今後｣ (rNIKKEIDIGLTALENGJNEERING 【2002年10月号]))P.103よりO
｢共通ネットワークシステム｣としてのJNXの今後の展開に重要な意味を持つ可能性がある｡JNXは既に4つの





























以下の通りである｡ まず取引関係は部品の技術特性に依っている｡ すなわち､部品特性が (イ)特注部品なの
か､(ロ)それとも汎用部品なのか一 によって､取引関係もまた (イ)特定のパーツサプライヤーへ発注する
のか (この場合の取引はいわゆる ｢系列取引｣が中心をなすことになる)､(ロ)それとも市場を通じて購入す

































































































































レベル分類 内 容 JSO規格 米国の規格 日本の実態
(第4レベル)取引基本規約 当事者間による個別契約VAN業務一括契約
(第3レベル)業務運用規約 国連で検討中 セキュリティ問題と考えられている 当事者間による取り決めEIAJ運用ルール業界VAN統一運用規約























(注20)日本の自動車メーカーの対中国進出状況については､エコノミス ト誌の特集記事 ｢第1章 自動車産
業の戦場｣(『エコノミスト』[202年7月29日号<臨時増刊>]p.15-30)が詳しい｡
(注21)久保田卓夫 ｢JNXへのアプリケーション移行時の留意点/TPの取 り組み事例<2>･トヨタ自動車>｣
([社]日本自動車工業界 『JAMAGAZINE [2001年8月号]』[特集/業界共通ネットワーク ｢JNX｣])
URLl/4-4/4参照｡
(注22)野口貴史 ｢JNXとWebの統合ポータルサイトを構築/TPの取り組み事例<3>･本田技研工業｣([社]








化を進めている ｢JAMA･JAPIAEDI-FACT導入ガイドライン｣を採用したとされる (中山 力 ｢自
動車メーカーIT化の現状と今後｣[NIKKEIDIGITALENGINEERING<2002年10月号>]p.103参照)0
(注27)今井龍一郎 ｢JNXを機に社内システムを競合/TPの取り組み事例<4>･富士重工業｣([社]日本自動
車工業界 『JAMAGAZINE [201年8月号]』[特集/業界共通ネットワーク ｢JNX｣])URLl/3-3/3参
照 ｡
(注28)牧野成憲 ｢JNXはサプライチェーンの業界共通インフラ/TPの取り組み事例<1>･デンソー｣([社]











(注33)｢トヨタ ･デジタル ･クルーズ｣社の ｢統合機能｣は､単に ｢D.e-Net｣上でのネットワーク統合だけ
-52-
ではなく､｢u-DIEX｣(｢ユー ･ディー ･エックス｣)による ｢JNX対応統合EDIサービス｣を通じて､
ネットワークシステム全体に係わっている
(同社URL[httT)://www.d-cruise.co.1'T)/d･cruise/service/edi/u-die∑.html]1/3-3/3参照)｡
























































製 造 業 者 ､ 輸 入 業 者 安 全 性 な ど■…王室土ヒ
(が ん具 ､繊 維 な ど) ル モ ン念 も 朝 ロ義務 ≒
販 売 並 介 警 誓 志 享子jl: -














































を活用したLCAソフトの一種である ｢トレーサビリティー (Tracability;原料資材調達 ･生産 ･販売 ･消費
など製品ビジネス ･プロセスにおける履歴追求性を高めること) ･システム｣の開発が精力的に進められてい





















こと (図表 Ⅱ-4-4-【1]参照)､(ハ)｢基準｣を取 りまとめた ｢電子情報産業協会 (JEITE)｣が ｢欧州情報通信技
術協会 (EICTA)｣と ｢米国電子工業協会 (EIA)｣とも協議して取 りまとめに当たったことによって ｢基準｣
が "国際基準竹という性格を帯びていること- の三点からも明らかなように､それはEUモデルを踏襲してお
図表Ⅱ-4-3 ｢トレー サビリティー ･システム｣
【1] 家電業界のトレー サビリティー ･システム
(出所)日本経済新聞2002年9月26日より｡

















【5] 農協のトレー サビリティー ･システム





- 7-fタベI ,生産 .流通データを登録令
I L Iス
十 十 生産データを幸臨 ,'?.:撃.:針 .こ汐=.㌢′､:
(出所)日本経済新聞2003年8月26日より｡
[6] 統一コードによるトレー サビリティー の概念図
高 雷 雲き き J+ ラ紺 寺 卸士◆ 芸 ◆社 尖 子 聖 ~会パ .小 空T社 一 社













にしてトレイサビリティー ･システム (図表Ⅱ-4-4-3-[5]参照)を構築する方針であるとされる (注22)0




















































































































































































































白 白 日 デザイン.設計角掛 シュミレーション
… 三≒妻 幸 ≒ :辛
メー ル
E 5 畠 封 試 作 l
c A D 検 索
O A C A M _ -
■r
Ad+i+( 亥 劣+++++++ 菱冴 勉 L
I- - - I 統合化
∈ ∋∈ ∋ ∈ ∋ l 生 産 準 備/c A D % C A E データベース･プロダクトモデルデータ･各種技術情報など
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O A
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図- 業界ごとの3次元化の状況｡自動車業界は他の業界と比べて3次元モデル活用の割合が高い｡





















































設 計 な どで導 入 され て い た
Pro/ENGINEERは一時､統合
CAD/CAMへの完全移行が計画さ





















































































































































































































































































































クする- というプロセスを繰り返すことによって､調達 ･生産から消費 ･廃棄に至る全過程で､燃
































印 刷 所 (有)スタッフ ラン
発行月日 平成16年3月
